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1研 究主題及び主題設定の理由

教育課題研究主題

主体 的 に生 きる意欲 を高め、積極 的 に社会参加 す る生徒 の育成

主題設 定の理 由

戦 後50年 、 わが国 の経済 はめ ざま しく成長 し、私 たちの生 活水準 を向上 させた。 また、交通、

情報 通信 システムを は じめ とす る様 々な分野 にお ける進展 は、私 たちの生活 をよ り便利 な もの

に して きた。 反面、人 々の生 活 はあわただ しく、心 にゆ と りを もちに くい状況 にあ る。

この よ うな社会 の大 きな変化 は子供 た ちを と りま く教 育環境 も大 き く変化 させた。子供 たち

もまた、大人 と同様 に、物質 的豊か さや便利 さを享受 す る一方、 日常生活 の忙 しさか らゆ と り

を失 いつっあ る。

家庭 にお いて は、 核家族化、少 子化が進み、 子供 た ちの人間関 係 を作 る場 が減 った ことが、

子供 たちの社会性 や 自立 の遅 れの一 因 とな ってい る。

地域 社会 において は、地縁的 な結 びっ きや連帯感 が弱 ま り、 知識偏重 の教 育 と相 ま って、 子

供 たちの社会性 や倫 理観 を育 てづ ら くな って きて いる。 こう した家庭、地 域社会 の教 育力 の低

下は今後 も進 む と考 え られ る。

一・方
、 これか らの社会 は国 際化、情報化、科学 技術 の発展 が一層進 み、子供 たちが社会 の担

い手 となる21世 紀 は、 よ り変化 の激 しい、先行 き不透 明な社 会 にな ると思わ れ る。

この ため、学 校教育 にお いて は、 自 ら学 び、 自 ら考 え る教 育へ の転換 を図 り、21世 紀 の担 い

手 と して の子供 たちが 、 この変化 の激 しい社会を生 き抜 くため、豊 かな人間性 を もち、 自 ら学

び、 考 え、 主体 的 に判 断、行動で きる 「生 きる力」 を獲 得で きるよ う指導、援助 して い くこと

が求 め られ る。す なわち、学 校 の教育活 動 を通 し、生徒 が 自 ら生 きる目標 を見 いだ し、 目標実

現の ために意欲 を もって取 り組 む態度 、 目標実現 のため に直面 す る課題 を解決 す る能力、 次代

の担 い手 と してよ りよい社会 を築 いて い くために、積 極的 に社会 に参加 しよ うとい う態度 など

を育成 す るこ とが課題 とな って い る。

以 上の よ うな社会 的背景 や子供 た ちの状況 を踏 まえ、「主体的 に生 きる意欲 を高 め、 積 極 的

に社 会参加す る生徒 の育成」 とい う本主題 を設定 した。

教育 課題部会 で は、進路指導分 科会 と生活指導分 科会 とに分かれ、 それぞれ の視点 か ら自 ら

学 び、 考え、主体 的 に判 断、行 動で きる生徒 を育成す る ことに主眼 をお き、実践研究 に取 り組

んだ。

進路 指導分科会 で は、年 間指導 計画 に基 づ いた授業実践 と進路指導 セ ンターの利 用を通 して

生徒の 自己選択 能力、 自己決 定能力 を高 め る方法 を探 った。生活指導 分科会 では各教科 、特別

活動 を通 して、悶題解決 能力や 自己責任 の感覚 や行動力 を身 に付 け るとと もに、達成 感 や自己

存在感 を実感 させ る ことに よ って、 自己の よさを伸 ば し、 た くま しく生 きる生徒 の在 り方 を追

究 して きた。
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II進 路指導分科会の研究

進路 指導分科会 副主題

自らの生 き方 を主体 的 に考 え、 自己選択能力、 自己決定能力 を高め る進路指 導の充実

1副 主題 設定の理 由

中学校 の進路指導 で は、生徒 が 自分 の能 力や適 性 を理解 し、主体的 にそれを生か そ うとす

る 「生 き方」 を見 っ けて いけ るよ うに指導、援 助 して い くことが大切 であ る。

そのた めには、一 人一人 の生徒 を よ く見っめ、理解 を深 め ると ともに、 認 め、 勇 気 づ け、

励 ますな ど、教育活 動全般 を通 して 自己の特性 の 自覚 を促 す よ う指導 することが重要である。

現在 、多 くの学校 が啓発 的体験学 習 を取 り入れて い る。 それ は、生徒 自 らが生 き方を考 え、

意思決 定す る力 を育 て るために必 要 な指導 の一 つ と して考え られ てい るか らで あ る。 その一

方、 これ まで最終学 年で は進学 指導や就職 指導 とい った出 口指導 に偏 りが ちで あ ったの も、

否 めな い事実 であ る。 さ らに、 中学校卒業 後 も、不適応 な どを理 由 と した中途退学 や転 職 な

どの増 加が社会 問題 の一 っ とさえ な ってい る。

生徒 が学力 や合格 の可能性 ばか りに とらわれ、啓発 的体験学習 にお ける様 々な情報活 用 の

体験 が、進路選択 に当 た って十分 に生 か されて いない ことが その一 因 と考え られ る。そこで、

生徒 が 自己の特性 を理解 し、様 々な体験 や、 そ こで得 られ た情報 を活 用 して、 自分 の生 きる

道 を決定 す ることがで きるよ うな指導 の在 り方 を工夫 す る必要 があ る。 また、 で きるだ け多

くの正 しい情報 を生徒 自 らが収集 ・選択 ・活用 す ることが で きるよ うな場 を意 図的 に設定 す

る必 要 もあ る。

こ うした現状 を踏 まえ、「自らの生 き方 を主 体的 に考 え、 自己選択 能力 、 自己決 定 能 力 を

高め る進路指導 の充実」 とい う副 主題 を設定 した。

2研 究の方 法

本研究 で は、生徒 の 「自己選択能 力」 「自己決定能力」 を高 め るこ とを ね らいに、 年 間 指

導計画 に基づ いた授業 の工夫 と、進路 セ ンターの活用 の二 っの実践 に取 り組 んだ。

本分科 会で は次 の ような点 に重点 をお き、研究 を進 めた。

(1)年 間 指導計画 に基 づ いた授業 の 工夫

ア 年 間指導計 画の収集 と分析 をす る。

イ 進 路 に関 す る実態調査 を し、指導 上の問題点 を探 る。

ウ 自己選択、 自己決定 をす る場面 を盛 り込 んだ授業 を工夫 し実践 す る。

(2>進 路 セ ンターの活用 とその工夫

ア 進 路 セ ン ターの活用 の実態 と、利用 につ いて の意識 調査 をす る。

イ 理 想的 な進 路 セ ンターを模 索 し理想 的な活用方法 を探 る。

ウ 様 々な状 況 に応 じた進路 セ ンターを設置 し、進路 セ ンターの活用 と運営方法 の検討 を

す る。

工 進 路 セ ン ター設置後 の実 態 と意識調 査をす る。
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3研 究の構造

生 徒 の 実 態 進 路 指 導 の 問 題 点1際 徒 の 実 態

自らの責任で選択決定

蕊鱗謡 劉
生徒一一人一 人が、 自分 の将 来の生 き方 に関1
心を もち、 主体 的 に進路選択 を行 い、生涯
にわ た って自己実現 を図 っていけるよ うな、

適 切な進路指導 が行 われて いな い。

ら学ぶ意欲 と社会の

雛 擢鷹
i

[

i進 路指導の充実i
l

1副 主題 自らの生き方を主体的に考え、自己選択能力 ・自己決定能力を高める進路指導の充実1

仮説欝 難 灘 嚢鰍副
自己決定能力が高まるであろう。

仮説讐轟繕 撫 鞭劉

調 査

調 査
一1 生徒の実態

進路室の利用状況

理想的な進路センターの構想

生徒対象
進路に対
す る意識

教師対象
進路指導
の実態

文献 ・資料
の研究

自己選択 ・臼己決定をする場
合を盛 り込んだ指導案の作成

進路セ ンター設置(都 内5校)

実践(授 業研究)

噺 ヨ 利用の促進を図る
手だて、工夫

進路 セ ンターの活用
(授業 ・自主的活用等)

1礒雛男辮 璽四
研究の成果

研究のまとめ

4研 究の内容

(P年 間指導 計画 に基 づいた授 業の工夫

ア 仮 説

本分科 会で は、生徒 の進 路 に対す る臼己選 択能 力 ・自己決 定能 力が身 に付 いて いな い

のは、進路 の年間指導 計画 に原因が あ るので はないか、 もしそ うな らば もっと実践 しや

すい指導 計画の モデル プラ ンを考 えよ う、 とい うことで研 究 を始 めた。 ところが、都内

約50校 の今年度 の年 間指導 計画 を集 め分析 してみ ると、 どの学校 に も啓 発的体験学 習 な

どを積極的 に取 り入れ た3年 間 を見通 した計画 があ ることが分 か った。 そ こで、仮説 を

次の よ うに変 えて研 究を進 める ことに した。

陣 鵬 澗 こ基づき自腿 択'配 搬 をする場面を盛り込んだ授業を展開していけば・

L生 壁の配 選択能か 配 決定倉動 が高まるであろう・
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イ 実態調査

研究 を進 め るに当た り、 まず都 内5校 の1～3年 生481人 の生 徒 に対 して 、進 路 に対

す る意識 や 自己選択能 力、 自己決定能 力 にっ いての調査を行 った。 さ らに、128校 の進

路指導主 任 に各学校 の進 路指導 の実 態 にっ いて調査 した。

σう 結 果 と分析
自分の進路についてわからないことがあったらどうしますか

① 進 路 につ いての情 報収集 の方法
何もしない3%

自 分 の 進 路 に つ い て 分 か ら な い こ と が あ っ 自分で調べる5%そ の他2%
友だちに聞く

た と き、 生 徒 は親 や 上 級 生 、 友 だ ち な ど に 尋 兄弟に聞く
10%

ねて解決 しよ うとす る傾 向が強 い。学 年 が進

む につ れて、「親 に聞 く」生徒 は減少 し、 「先

生 に聞 く」 生徒が増 加 す る。 ま た、 「自分 で

調べ る」 生徒 は少 ないが、学年 が進 む とや や

増加 してい る。

② 部活動 や選 択教科 の選 び方

6割 強 の生徒 が、 部活動 や選択教 科 を 「自分 の意思

だ け」 で決 めている。部活動での割合は学年進行 に伴 っ

て増 え るが選択教科 で は逆 に減 る傾 向 にあ る。

③L級 学 校や職業 を決 め る ときの基 準

一L級学校 を決 め ると きの基準 と して、1年 生 は 「や

りたい ものが ある」を1位 にあげた生徒が多いが、2・

3年 生 にな るとその割合 が減 少 し、 「成績 」 を あげ た

生 徒の方 が多 い。 それ に対 して、教師 は 「や りた い も

のが ある」 が圧倒 的 に多 い。 一方、職業 を決 める と き

先生に聞くis%

上級学校を選択する際、何を基準に選択しま

すか。(生 徒)

上級学校を選択する際、何を基準に選択して

ほしいと思いますか。(教 師)

認駕 も

　ほ　レ　き　

◎fWGm・tis

の 基 準 と して は、 多 くの教 師 が 「自分 に と って や りが い が あ る」 を あ げ て い る の に

対 して 、 生 徒 はそ れ 以 外 に 「自分 の特 技 が 生 か せ る」 こ と も重 要 だ と考 え て い る。

ま た、 「収 入 の多 さ」 を あ げ た生 徒 も多 く、 学 年 が進 む にっ れ て増 え て い る。

④ 進 路 の学 習 に対 す る興 味 ・関 心

進 路 に っ い て の学 習 で取 り組 ん で み た い こ と と して、 約6割 の生 徒 が 「自分 の将

来 にっ い て 考 え る」 を あ げ た。 次 い で 「職 業 の種 類 に っ いて 調 べ る」 「勉 強 す る 目

的 と意 義 に っ いて 考 え る」 「自分 につ い て知 る」 の 順 と な って い る。 「～ に っ い て 考

え る」 「～ に っ いて 調 べ る」 と い う項 目 がL位 を 占 めて い る こ と か ら、 進 路 の 学 習

に主 体 的 に取 り組 み た い と考 え て い る生 徒 が 多 い こ とが 分 か る。

⑤ 進 路 指 導 の実 態

進 路 指 導 に関 す る学 習 を、1・2学 年 で は 平 均 して 年 間6～7時 間 、3学 年 で は

14～15時 間 行 って い る。 内容 と して は、1学 年 で職 業 調 べ、1～2学 年 で職 場 訪 問、

2～3学 年 で ヒ級 学 校 調 べ 、3学 年 で ヒ級 学 校 訪 問 や 、 卒業 生 や ヒ級 学 校 の 先 生 の

話 を 聞 く とい う流 れ に な って い る。 多 くの学 校 で 啓 発 的 体 験 学 習 が 定 着 して きて い

る よ うで あ る。
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(イ)ま と め

進 路 の学 習 に 主 体 的 に取 り組 み た い と考 え て い る生 徒 が 多 い 。 ま た 、 ど の学 校 で も

様 々 な取 り組 み が 行 わ れ るよ うに な って きて い る。 しか し、 進 路 に対 す る 自 己選 択 能

力 ・自 己決 定 能 力 を生 徒 に十 分 に身 に付 け させ る ま で に は到 っ て い な い よ うで あ る。

これ は一 っ 一 っ の 進 路 の学 習 の 展 開 の仕 方 に 問 題 が あ るの で は な い だ ろ うか 。

そ こで 、1年 生 の 「自分 を 知 る」 とい う学 習 を取 り 上げ 、研 究 を進 め る こ とに した。

ウ 授業実践例(第1学 年)

1)題 材

2)題 材設定

の理 由

3)指 導計 画

自分て どんな人(自 己理解)

これか ら3年 間 にわた って 自己実 現を 目指 し、進 路 の学 習を進 め るわ

けであ るが、 その第一 歩が 自分 を知 る=自 己理解 で ある。 自分 の長所 を

発見 し、 それを大切 に育て よ うとす ると ころか ら進 路 の学 習 が 始 まる。

その きっか け と して本題材 を設定 した。

第1時 学 年集会 で進路 学習 の意 義、 自己理解の大切 さを指導する。

第2時(本 時)「 自分 て どんな人(自 己理 解)」

第3時

資 料 を使 って 学 習 す る。

「ま とめ の 学 習」

LL二23

第2時 で得た情 報か ら必 要 な ものを選 択 し、 自分像 をま

と あ る 。 画
4)本 時 の 計 画

① ね ら い ・人 の よ さを 見 っ け るに は、 様 々 な観 点 が あ る こ と に気 付 か せ る。

・様 々 な 方 向 か ら自分 を 見 っ め 直 し、 自分 の長 所 を 発 見 させ る。

・情 報 を 集 め る方 法 に っ い て考 え させ る。

② 授 業展開 指導 案(次 ペー ジ参 照)

③ 評価 の観点

授 業 の展開 で生徒 の活動 が 「選 択か ら決 定

まで の過程」 に基 づ いて行 われ るよ うに配 置

し(右 図)、 それ ぞ れの過 程 を 目 で追 え る資

料 を用意 した。

本題材 に関す る評価 は、以下 の2点 で行 う。

a生 徒 が 自己選択 を行 うことがで きたか。

⇔作業 カー ド1、2、3(次 ペー ジ)

b生 徒が選択 した情 報を基 に自己決 定 す る

ことがで きたか。

⇒ 作業 カー ド4(次 ペー ジ)

2

3

4

5

自己選択から自己決定までの過程

情報の収集能力

/
情報の分析 ・選択

能力

〕一

ま とめ の 学 習 後 に 生 徒 が 提 出 した作 業 カ ー ドに は、4月 の 自 己紹 介 カ ー ドで 自分 の

長 所 を 書 く欄 を空 欄 に して い た生 徒 もす べ て 自分 の長 所 を し っか り記 入 し、 自分 が

これ か ら大 切 に して い きた い と こ ろを 記 入 して き た。
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④ 指導案

指 導 内 容 学 習 活 動 教師の働きかけ 指導上の留意点 過程

本時の学習の目標を 進路の学習の意義、自己理解の大切さを再 例を示 しなが らなるべ くわか り 自分の長所を発見することが

提 示する。 確認 す る。 やす く説明す る。
'進路の第 一一歩 にな ることを理

導 解 させ る。

自他のよ さを考え る 入を誉め るとき使 う言葉 を発表す る。 黒板に板書 しなが ら進める。 なるべ く様 々な言葉が出て く

ための観点を見付け (班 ごとに発表 する) るように働 きかけ る。

さ せ る。 観点別 にまとめる。 1

発表 した言葉 の中か らこれか ら生 きてい く 生徒 の意 見によ って選択 して 2.3

入 ため に必要 だと思 われる言葉 を選択 す る。 い く。

入のよ さを考 えるための観点 を確認 ず る。 まとめた観点 を示す。 人 のよさを考え るには様 々な

観点 があ ることに気付かせる。

資料 を使 い、 自分の 自分の長所の発見 資料を配布し、記入方法を説明 観点 について は、生徒 が選 択 1

展
長所、友人 の長所 を

発見す る。

観点 を記 入 し、 自己評価す る。 す る。

人 を見 る ときに は様 々な方向 か

して記 入す る。

ら見 る ことの大切さを説明する。

友人 に自分 の長所を指摘 して もらう。 活動 についての説明 をす る。 カー ドは2～3人 に記入 して 1

自分 の評価 して ほしい観点 をカー ドに記入
一人 にカー ドが集中 しないよ う もらうよ うに指示 する。

開
す る。

カー ドを記 入 して もらう友人 を選ぶ。

に配慮 す る。

友人 を選 び きれな いで いる生徒

に配慮 す る。

カー ドの記 入内容の 集 ま ったカー ドの評価 を比 べてみ る。 教 師自身の カー ドを例 に分析 の 人に よって見 方が違 うことを 2.3

ま 分析 方法 を示す。 気付かせ ると共 に、情報 を集
覧 め ることの大 切さを理解 させ

と
上記 の友人以外 にカー ドに記入 して も らう 次 の時間 まで カー ドを記 入 して る 。 1

次の時間の学習につ と した ら誰に記入 して もらうか考え る。 もらうよ うに指示 す る。
め
いて ヵ一 ドを準備す る。 ま とめの方法 を示 す。
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作業 カー ド4

本研究 の主 題で あ る 「生徒 の 自己選択 能力、決

定能 力 は.高ま ったか」 にっ いて は今 回だ けの授業

で は結論 は出せ ない。 今後 も、進路 の学習 に限 ら

ず 、様 々な場 面で 「選択か ら決定 まで の過程」 を

た どる ことがで きるよ うな指導 を継続 してい くこ

とで、生徒一人 一人 の選択能 力や決定能 力を高あ

て い くことがで きる と考 え る。

作業 カー ド3
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(2)進 路 セ ン ター の 活 用 と そ のil夫

ア 仮 説

生 徒 の進 路 に対 す る興 味 ・関 心 を高 め る た め に は、 多 くの 旺 しい情 報 とそ れ を 自 由 に

活 用 で き る場(進 路 セ ン タ ー な る情 報 発 信 地)が 必 要 で あ る と考 え た。 そ こで 、 次 の よ

うな仮 説 を 立 て た。

進路 セ ンターを設 置 し、整備運用 の方法 を工夫 してい けば、 生徒 の進路 に対 す る興味 ・関

心 を高めて い くこ とがで きるで あろ う。

イ 実 態 調 査

研 究 を 進 めて い くに 当 た り、 教 員 と生 徒 そ れ ぞ れ に対 し、 進 路室 の実 態調 査 を行 った。

な お、 「進 路 室 」 と は、 進 路 資 料 室 ・進 路 学 習 室 ・進 路 指 導 室 ・進 路 相 談 室 な ど、 学 校

に よ って 様 々 な呼 び 方 を して い る教 室 を 総 称 して っ け た。

¢δ 進 路 室 利 用 に つ いて(生 徒 向 け ア ンケ ー トNW査 か ら)

① 「自分 の進 路 につ い て 分 か らな い こ とが あ った ら ど う します か 」

・他 人 に聞 く(親 。友 達 ・先生 ・兄 弟 ・先 輩 の 合 計)1年93%2年84%3年82%

・自分 で調 べ る1年4 .5%2年7.5%3年10.6%

② 「進 路 室 を 利 用 した こ とが あ りま す か 」(進 路 室 の設 置 され て い る学 校 の 回 答)

・3年 は41%で あ った が 、1年 と2年 にっ い て は ほ とん ど利 用 され て い な か っ た。

③ 「進 路 室 で どん な こ とが で きる とよ い と思 い ます か 」(複 数 回 答)

・一 番 多 か った の は 「上 級 学 校 に っ い て の 資料 が 見 られ る」 で 、1年84%、2年73

%、3年67%で あ っ た。 続 い て 「職 業 に っ い て の 資 料 が 見 られ る」 「ヒ級 学 校 の

ビデ オが 見 られ る」 で あ った。

・そ の 他 と して は、 「コ ン ピュ ー タを利 用 して の性 格 判 断 や適 性 検 査 」 は1年51%、

2年39%、3年58%と 、 コ ン ピュ ー タ等 の情 報 機 器 を利 用 した 自 己理 解 の 方 法 に

興 味 が あ る こ とが 分 か った。 ま た、 「先 生 と進 路 の 相 談 が で き る 」 は1年42%、

2年38%、3年40%で 、 多 くの 生 徒 が教 師 と相 談 で き る場 の 設 置 を希望 して い る。

(イ〉 進 路 室 の活 用 に っ いて(教 員 向 け ア ンケ ー ト調 査 か ら)

活 用 状 況 に 関 す る記 述 式 の 回 答 の 申 で 、 次 の3点 が主 な 課 題 と して 挙 げ られ る。

① 教 室 の数 に余 裕 が な く進 路 室 の設 置 が 不 可能 。(設 置 さ れ て い な い学 校 の 回 答)

② 資 料 の 整理 を 含 め、 進 路 室 の 管 理 が 大 変 。(設 置 され て い る学 校 の 回 答)

③ 進 路 室 の 利 用 状 況 が思 わ し くな い。 本 来 の 目 的 が達 成 さ れ な い。(② に 同 じ)

(ウ)分 析 の ま と め

生 徒 向 け ア ンケ ー トの結 果 か らは、 生 徒 の願 い に 応 え る進 路 指 導 を進 め るLで 、 十

分 な 資料 の 整 備 と情 報 提 供 の場 の設 定 が 求 め られ て い る と 考 え られ る。 ま た 、 教 員 向

け ア ンケ ー トの結 果 か らは、 進 路 室 設ice'.後の運 営 上のT.が 進 路 室 の有 効 活 用 を左 右

す る もの と考 え られ る。
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ウ 理 想 的 な進 路 セ ン タ ー の構 想

実 態 調 査 の結 果 か ら、 生 徒 の進 路 学 習 の た め に 「情 報 発 信 地 」 の よ う な役 割 を も っ た

進 路 セ ン ター を 設 置 す る こ とに した。 そ こで、 理 想 的 な進 路 セ ン タ ーの 条 件 と して 次 の

4点 を あ げて 、 試 案 を作 成 した。 そ の際 、 活 用 しや す い 配 置 につ い て1一分 考 慮 した。

・情 報 収 集 が で き る場 で あ る こ と ・進 路 学 習 が で き る場 で あ る こ と

・進 路 相 談 が で き る場 で あ る こ と ・教 師 の 指 導 参 考 資 料 等 が あ る こ と
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①r進 路資料塞」使用上の注意 ・都内全図

②奨学金のお知 らせ(ポ ス ター)

③ 高絞税明会 ・見学会 ・体験入学のお知らせ

④過去の入試閥題 ・受験案内書 ・啓発的体験学習

の まとめの冊子

⑤進路に関する書籍(な るにはシリーズ蹴ど)

⑥教飾用書棚(指 導に参考になる資料等)

⑦学絞案内パンフレット・高校紹介 ビデオ

●進路指導用 ビデオ'

⑧ 視嚇覚機器(モ ニター/ビ デオデ ヲキ)

⑨ パソコン

⑩⑪進路に関す るお知らせ

⑫持ち帰 ってもよい資料

⑫ 廊

掲示板⑪

下

出入口

一
工 進 路 セ ン ター の 設 置 と実 践

実 際 に進 路 セ ン タ ー を設 置 す る と い う こ と は、 どの学 校 に お い て も可 能 とい うわ けで

は な い。 む し ろ、 教 室 が確 保 で き な い と い う場 合 も多 い。 そ こで、 研 究 員 の各 校 で そ れ

ぞ れ の実 情 に合 わ せ た進 路 セ ン ター を 開 設 し、 実 践 す る こ とに した 。

実践例 調査時の有無 特 徴

A校 有 既に開設 環境的 に整備 され、利 用 しやすい状 況 にあ る。

B校 有 既に開設 VTRを4台 設 置 し、生徒 は希望 によ り自由に観 ることが可能

C校 無7月 準備 9月 か ら開室。生徒 の係活動 を重視 して い る。現在 整備 中。

D校 無4月 準備 9月 か ら開室。運用面 を学校体 制で検討 中。
一

E校 無4月 準備 図 書室 の1隅 に進 路 コ ー ナ ー を設 け た。 自 由 に閲 覧uJ能 。
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オ 進路 セ ンターを利 用 した授 業実践例(A・C校)

研究 に当た り、2校 が同 じ題材(「 上級学校 を しらべ る」)で3年 生 を対象 に実践 した。

A校 は進路 セ ンターにおいて飼別学習 の形態で行 い、C校 は進路 セ ンター と隣接 の教 室

において グルー プ学 習 の形態で実践 した。

1)目 標

① 進路 セ ンターの正 しい利用方法 にっ いての理解 を深 め る。

② 資料 の中か ら必要 な情報 を探 す ことがで きる能 力 を高 め る。

③ 生徒 に将来 の生 き方 を考 え させ、進路 に対 す る興味 ・関心 ・意 欲 を 高 め させ る。

2)指 導上 の 王夫

① 生 徒一 人一人 の興味 ・関心 を生か す支援 ・

助言 を行 った。

② 課 題解決的 な学 習活動 を円滑 にす るため に

個 別学習 とグル ープ学 習の2っ の学 習活動 の

場 を設定 し、 それ ぞれの 目標 を明確 に した。

3)評 価 の観 点

・ 進路 セ ンターの正 しい利用 がで きたか。

・ 必 要 とす る情報 を探 す ことがで きたか。

4)進 路 セ ンターを利 用 しての感想

i<
耀、

・も っ と調 べ や す くな る と うれ しい。 ・も っ と資 料 を増 や して ほ しい 。
・整 理 さ れ て い て とて も使 い やす か った 。

・自分 の知 りた い学 校 に っ いて 詳 し く調 べ る こ とが で き た の で良 か った と思 い ます。

5)授 業 後 の ア ンケ ー ト調 査(C校 の3年 生153名 で 実 施)

1今 回 の授業は、自分にとってどのような点が 「よかった」と思いますか。

ア 高校の種類がいろいろあることがわかった。

イ 高校以外の学校のことがわかった。

ウ 上級学校(高 校など)で どんな勉強をするかがわかった。

工 仕事に就 くまでの流れがわかった。

オ 職業についてのことがわかった。

2こ れか ら 「もっと調べてみたい」と思うことはありますか。

ア 学校の 「科」の違いにっいて(工 業科のこと、商業科のことなど)

イ 各学校 ごとの特色にっいて(○ ○高校、○○学校についてなど)

ウ 入試のことにっいて(仕 組みや問題の内容など)

工 職業のことにっいて(仕 事の内容や必要な資格など)

ア

イ

ウ

エ

オ

0 50 100 150(人)

ア

イ

ウ

エ

0 50 100 150(人)

6)授 業 実 践 の ま と め

・ 進 路 セ ン ター を 使 用 した 授 業 に よ り、 生 徒 は様 々 な 資 料 を 自主 的 に興 味 を も って

閲 覧 して い た。 ま た、 事 後 ア ンケ ー トか ら も進 路 に 対 す る興 味 ・関 心 が 高 ま っ た と

言え る の で は な いか 。

・ 授 業 を進 路 セ ン ター で 行 っ て か ら、進 路 セ ン タ ーの 利 用 人 数 は多 くな り、 自 主 的

に利 用 す る生 徒 が多 くな っ た。 また 、 進 路 に 関 す る質 問 や相 談 も増 え た 。
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力 昼 休 み ・放 課 後 の 時 間 を 通 した進 路 セ ン ター の活 用

(,}進 路 セ ン ター運 営 上の ポ イ ン ト

昼 休 み 、 放 課 後 の利 用 を進 あ る た めに は、 生 徒 が 「行 って み た いJ「 ま た 来 て み た

い」 と思 え る進 路 セ ン ター に す る こ とが 大 切 で あ る。

具 体 的 に は、 以 下 の3点 を柱 と して 展 開 して い っ た。

① 資料 の 充 実

・ 常 に新 しい情 報(パ ン フ レ ッ ト等)を 使 いや す く整 理 す る。

・ 校 内 で の進 路 学 習 の成 果(職 場 訪 問 等)を ま とめ る。

② 積 極 的 なPR

。 進 路 だ よ り、 ポ ス ター の 作 成 、 昼 の放 送 や 朝 礼 等 で進 路 セ ン タ ー の充 実 ぶ りを

PRす る。

③ 進 路 係 の生 徒 が 中 心 とな って 、 進 路 セ ンタ ー の整 備 、 運 営 を行 う。

・ 係 の生 徒 が 主 体 とな って 活 動 し、 教 師 が 援 助 す る こ とで 、 「自 分 た ち が 作 る進

路 セ ン ター 」 とい う 自覚 が 生 ま れ 、様 々 な ア イ デ アを 出 し合 い、 進 路 セ ンタ ーが

活 性 化 す る。 ま た、 利 用 す る生 徒 に と って も入 りや す い雰 囲 気 と な る。

(イ)活 用 の具 体 例

運 営 上 の工 夫 の例 を い くっ か 挙 げ る。

① ビデ オ上 映 の定 期 化

上 級 学 校 紹 介 の ビデ オ の上 映 を 、 番 組 表 を作 成 して 行 う。(番 組 編 成 等 は進 路 係)

② 教 師 の た め の 資料 の 集 中 化

生 徒 だ けで な く、 教 師 も この 部 屋 に来 て、 進 路 指 導 に 関 す る資 料 を 閲 覧 で きる よ

うに す る。(管 理 は教 師 が行 い、 取 扱 い に は十 分 配 慮 す る)

③ 進 路 セ ン ター の ス ペ ー ス が 十分 で な い場 合 の 工 夫

施 設 上の 制 約 で セ ン ター を設 置 で きな い場 合 、 進 路 関係 の 資 料 は教 室 に保 管 、 利

用 され る こ とが 多 い。 これ で は学 校 全 体 で の 資 料 の活 用 と い う面 で は不 十 分 に な ら

ざ るを 得 な い。 そ の よ うな場 合 、 図 書 室 の一 部 に 「進 路 コ ー ナ ー」 を 設 け る な どの

工 夫 を す る。

小 さ い スペ ー スで も資 料 を 集 中 さ せ る と次 の よ うな メ リッ トを出 す こ とがで きる。

・ 「こ こに行 け ば進 路 の 資 料 が あ る」 と い う場 所 が で き、3年 間 の進 路 学 習 を 系

統 的 、 計 画 的 に進 め る際 の 情 報 発 信 地 と して の役 割 を もた せ られ る。

・ 部 数 の少 な い資 料 を 有 効 に活 用 で き る。

・ 資 料 を扱 う教 員 と進 路 に関 す る相 談 が 気 軽 に で き る。

ま た、 「進 路 コ ー ナ ー」 の活 用 と各 教 室 で の 進 路 資 料 の 活 用 と に 関 連 性 を も た せ

る に は、 進 路 係 が 両方 の 運 営 に積 極 的 に関 わ るよ う にす る こ と も大 切 で あ る。

㈲ 利 用 の実 態

利 用 状 況 で 目立 った こ と は、 ど の学 校 で も1・2年 生 の利 用 が 少 な い こ と で あ る。

これ は、 進 路 セ ン ター の 多 くが3年 生 の 教 室 に近 い 場 所 に設 置 され る点(立 地 面)と 、

3年 生 の利 用 が 促 進 され る ほ ど1、2年 生 に と って は 「行 きづ らい場 所 」 に な って し

ま う点(運 営 面)が 原 因 で あ る と考 え られ る。
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5研 究の まとめ と今後の課題

生 徒が 自己実 現 に向 けて 自己選択能 力、 自己決定能 力を身 に付 けて い くこ とは、 「生 きる

力」 を身 につ けて い く上 で も大 きな課題 にな る と考 え られ る。 そ こで今年度 は、 よ り確 か な

選択 をす るための前提 とな る豊か な情報 の提供 ……情 報発信地 と しての進路 セ ンターの在 り

方 と、得 た情 報 を的確 に選 択、決定 す る力 を身 に付 ける方法 を学 ぶ授業 の在 り方 の2つ を軸

に研究 を進 めて きた。

(1)研 究 の まとめ

ア 年間指導計 画 に基づ いた授 業の工夫

げ〉 年間指導計 画の収集、分 析か ら次 の点 が明 らか にな った。

1)平 成4年 度 の実 態調査 によ ると学年単位 で年閤指導計 画を作成す るとい う学 校 が

70%近 くあ ったが、学 校単位で3年 間を見通 した指導計画 を作成 す る学校 が着実 に

増 えて きて いる。進路 指導 を進 め る際の系統的 な年 聞指導計 画の重 要性 が再認識 さ

れ た結 果 と考 え られ る。

2)進 路指導 にか ける時数 は十分 とは 言えな いまで も増 え る傾向 にあ る。特 に、1、

2年 次の時閤数 の増 加が見 られ る。 これは系統 的 に進路指導 が進 め られて きたため

と考え られ る。

3)多 くの学 校で啓発 的体 験学習 を取 り入れ た指導計 画が作成 されて いる。 生徒 が 自

己の将来 を考えて い く上 で必 要 な情報 を得 る場 面 と しての体験学習 は今後 も増 え る

と考え られ る。

ω 進 路 に関 す る意識調査、実 態調査か ら次 の点が明 らかに な った。

1)多 くの学校 で啓発 的体験学習 を取 り入 れた3年 間 を見通 した指導計画が作成 され、

進 路 の学 習時間 も増 えて いる。

2)上 記1)に よ り多 くの情 報が提供 され る状況 にあ るに もか かわ らず、生徒 は自分 の

将来 を考え ると きに大 人 に情報源 を求 めが ちであ るとい う傾 向が ある。 これ は、情

報 の収 集の方法、情 報の処理 の方 法 とい った選択 か ら決定 までの過程 をた どるすべ

が充分 に身 に付 いて いな いため と考え られ る。

3)教 師 は 「や りが い」 「や りたい ものが あ る」 を選 択基準 の第一 に あ げて い るが、

生徒 は 「成績(=合 否)」 とい った現実 的 な基準 をあげて い る。 合否 は生徒 が進路

を選択 す る際、避 けて は通 れな い問題で あ るが、安易 に合 否だ けで選択 す る傾 向 に

な いだ ろ うか。 合否 にいた るまで の過程 で生 徒 の自己実 現を促す指導 が なされて い

るか ど うかが大切 になるが、今回の調査 で は明 らか にな らなか った。

(ウ)以 上 の分析 と調査 の結果 か ら仮説 を立 て、 自己選択、 自己決定 をす る場面 を盛 り込

んだ授業実践 を した。

1)資 料を準備 し、選 択か ら決定 までの過程 を意識 した授 業を展開す ることで、生 徒

のほぼ全 員が 自己理解 を深 め ることがで きた。

2)進 路 の学習 の評価 は難 しいといわれ る。 本授業実践 で は、選択 か ら決定 までの過

程 で生 徒が提 出す る資料 によ って、課題達成 に到 るまでの過 程を評価 し、個別 に指

導 で きるよ うに工 夫 した。
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イ 進 路 セ ン ター の活 用 とそ の 工 夫

0う 進 路 セ ン ター設 置 前 後 の 意 識 調 査 か ら次 の点 が 明 らか に な っ た。

進 路 セ ン ター を 開 設 し、 広 くPR

を 行 っ た と ころ 、3年 生 で は、 事 前

に は55%も い た 「一 度 も利 用 した こ

とが な い」 生 徒 が 、 全 くい な く な る

な ど、 利 用 状 況 に顕 著 な変 容 が 見 ら

れ た。

ま た、 関 心 の 薄 い生 徒 が多 か っ た

1・2年 生 に つ いて は、 利 用 状 況 に

大 き な変 容 は見 られ なか った もの の、

「3年 生 の 階 だ と行 きづ ら い の で 、

学 年 ごと に設 置 して ほ しい 」 「利 用

3年 生 の 利 用 状 況

進路センター一をどれくらい利用していますか。

01020304(」5060

■ 事前

m事 後

で き る曜 日を 学 年 ご とに決 め て ほ しい」 な ど の要 望 が 多 く出 され た 。1・2年 生 にっ

いて も進 路 に対 す る興 味 ・関 心 が 高 ま っ た もの と考 え られ る。

(-r)進 路 セ ンタ ー の在 り方 と管 理 運 営 方 法 につ い て

意 識 調 査 を 基 に、 理 想 的 な 進 路 セ ンタ ー を構 想 し、 各 学 校 で の 取 組 み を進 め た 。 そ

の過 程 で、 空 き教 室 や スペ ー ス の 問題 、 設 備 面 の 問 題 、 学 年 間 の 生 活 指 導 上 の 問 題 な

ど、 様 々 な 問 題 が持 ち 上 が って きた。 そ こで 、 ま ず 、 各 学 校 の 実 情 に合 わ せ た進 路 セ

ン ター を 設 置 し、 管 理 運 営 す る方 法 を 工 夫 す る こ とが 大 切 で あ る と考 え 、 実 践 し た。

3学 年 を 中 心 に進 路 セ ン ター を 活 用 した授 業 を 行 った結 果 、 生 徒 が 自主 的 に利 用 す

る 回数 も増 え、 「も っ と コ ン ピュ ー ター や ビデ オ を増 や して ほ しい 」 「い っ で も相 談 で

き る よ う に先 生 が いて ほ しい」 な ど と い った 要 望 が 多 く出 され るよ うに な った。 ま た、

係 生 徒 が 行 ったPR活 動 を通 して も 「自分 た ち の 部 屋 」 「身 近 な教 室 」 と い う意 識 が

生 まれ 、 進 路 セ ンタ ーへ の関 心 が 高 ま った。

(2)今 後 の 課 題

進 路 セ ン ター を設 置 し、 情 報 を提 供 して い くこ と は、 生 徒 の 進 路 に対 す る興 味 、 関心 を

高 あ る上 で 大 きな役 割 を果 た す。 今 後 、 生 徒 が 主 体 的 に情 報 を求 め る進 路 学 習 を進 め る た

め に 、 以 下 の点 につ い て研 究 を深 め て い きた い。

1)学 級 活 動 で の進 路 指 導 の授 業 に お いて 、 生 徒 が 進 路 セ ンタ ーを 情 報 の収 集 ・分 析 の た

あ に活 用 す る よ うに、 授 業 と進 路 セ ン タ ー利 用 との 関 連 を さ らに 明 確 化 す る こ と。

2)設 備 や 資 料 の充 実 及 び全 校 体 制 で の管 理 の運 営 方 法 を さ らに検 討 す る こと。

3)生 徒 の進 路 係 を 設 けて 進 路 セ ンタ ー の企 画運 営 へ の参 加 を図 るな ど、3年 生 中心 で は

な く、 全 生 徒 が 利 用 しや す い体 制 を 整 え る こ と。

4)進 路 相 談 の 充 実 に も 目を 向 け、 生 徒 の 多 様 な要 望 に こ た え られ る よ う研 修 を深 め る こ

と。 ま た、 この よ う に して 得 た情 報 を 生 徒 の 自己 選 択 、 自己 決 定 の 過 程 の 中 で 生 か し、

選 択 能 力 、 決 定 能 力 を 高 め るた め に、 日 々 の授 業 の 中 で前 述 した過 程 を 意 識 した授 業 を

1学 年 か ら継 続 的 に行 って い くこ とが 、 今 後 の 課 題 で あ る。
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皿 生活指導分科会の研究

生活指導分科会副主題

自分の よさを伸 ば し、 た くま しく生 きる生徒 の育成

1副 主題設定 の理 由

生 徒の 日常生活 をっぶ さに観 察す ると、多 くの生徒 は友達 との遊 びや交流を大切 に したい と

願 って いる ものの、対人関係 で ス トレスをっの らせてい ることや、 日ごろの多 忙 さな どか ら、

心 のゆ とりを減 じて いる様子 が うかが われ る。 これ は、私 たちの生活 は豊富 な情報 や多様 な価

値観 に取 り巻か れ、社 会の変化 が急激 であ ることや、集団 での遊 びや 自然体験 、社 会体験 の減

少、人間 関係の希薄化 な どが原 因 と考 え られ る。

また、生徒 の なか には、 自力 での解決 を迫 られ るよ うな課題 に直面 した とき、 その解 決方法

や表現 に、根 拠 や論理性 が不足 して いる者 も多 い。 また、他者 とのかか わ りが少 な く、特 定 の

情 報や価値 を安易 に受 け止 め、 自分 の よさや可能性 に自信 を もてな いなどの姿 も見 られ る。

これ まで の生活指導 は、 と もす ると生徒 に規則 や ルールを遵守 す るこ とや、 問題行動等 へ の

対 応 に多 くの時間 と労力 が費や されて きた とい う指摘が ある。

そ こで、本研究 で は、次 の四項 目を 「生 活指導 の観点 」 と仮定 し、各教科 の学 習活動 や特 別

活動 へ意図的 に位 置付 る ことが必要 であ ると考 え、 これを検証 す ることに した。

① 課題解決能 力 を身 に付 ける。 〕
・課題選択(自 己決定)→ 課題解決(自 己責任)→ 自己評価

、相 互評価

②成 就感 ・達成感 を実感 で き る。

③ 共感 的 なかかわ りを体験 で きる。

④ 自己存在感 を実感 で きる。

す なわち、生徒 が課題 を 自分 の もの と して受 け止 め、 自らの役割 を 自覚 し、責任 を もってそ

の解 決 に迫 る過程 で、成就 感 ・達成 感 を実感 で きる もの と考え る。 そ して、 自己決定 と自己責

任の感覚 や行 動力 を高め られ るよ うに配慮 す ることによ って、共感や成就感 、 自己存 在感 を実

感 し、 自 らの課題 に積極 的 に向 き合 い、 た くま しく生 きる生徒 の育成 にっ な が る もの と考 え、

本 副主題 を設 定 した。

2研 究の方法

本研 究で は、生 徒一人一 人が学習活動 等 において、 自 らの役割 や追 究す る課題 を選択 し、責

任 を もって その解決 に当た る過程 で、 自己決定 と自己責 任の感覚 や行 動力 を身 に付 け ることが

で きる生 活指導 の在 り方 を追 究す る。

(t)生 徒 の学校生 活 におけ る満足感 や成 就感 などを 「実 態調査」 で把握

(2)授 業の工夫 と仮 説 に基 づ いた授業 の展 開

ア 学 習指導等 にお いて 自己決定 の場面設 定や、学習活 動 の記録 を もとに、生 徒一人一 人

が、 自 ら取 り組 む課題 を確認 した り、課題 解決 に迫 る指導方法 を工夫す る。

イ 小 集団 による学 習活動 を工夫 し、生徒 相 互に課題追 究の成果 を説 明 した り、 討議 した

りす ることを通 して、 自己存 在感を実感 で きるよ うな指導 方法 を工 夫す る。

ウ 自己評価や相互 評価 の充実 を図 るための情 報の提供 の方 法を工夫 す る。

(3)課 題解決能 力 を高 め、生徒 の主体 的 な活動 を促す指導方法 の工夫

(4)仮 説 の分析及 び考察
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3研 究 の構想

自分のよさを伸ばし、たくましく生きる生徒の育成

生徒の実態

①友達との遊びや交流を大切にしたいと思っている。

②対人関係にストレスを感 じる生徒が多 く見られる。

③多忙感で疲れ、心のゆとりがなくなってきている。

④自己貴任の感覚が十分育っていない。

⑤正当な自己主張が不得手である。

目指す学校像

①楽しい学校(生 徒が存在感、満足感を味わえる学校)

②安全な学校(安 心して生活できる学校)

③活力のある学校(学 んだことに自信を持てる学校)

目指す教師像
①指導方法を工夫する教師
②生徒を深く理解する教師
③組織として教育活動を進める教師

目指す生徒像

◎互いに尊重し、励まし、認め合える生徒

◎身近な問題や課題に対 し、自ら向き合い解決できる生徒

研 究 仮 説

☆ 各教科の学習や特別活動において、学習活動における生活指導の観点を意図した指導を展開することによって、生徒は自らの

課題に対 し意欲的に向き合い、自分のよさを伸ばし、たくましく生きていく意欲と能力を身にっけることができるであろう。

生 活 指 導 の 観 点

1、 課題解決能力を身にっける。

(課題選択(自 己決定)→ 課題解決(自 己責任)→ 自己評価、相互評価

2、 成就感 ・達成感を実感できる。

3、 共感的なかかわりを体験できる。

4、 自己存在感を実感できる。

学 習 指 導 の工 夫

〈追究する課題の明確化〉

匪]一 一[亟 コ

團
←〈協同して課題の追容〉… …

← 〈相 互 に 発 表 、教 え 合 い 〉… ・

一・正当・・己主張… 國

E垂]一

達成感、成就感

貴任ある行動

生 徒 の 主 体 的 な活 動

匝 亟]一 情報の提示(教 師)課題の提起(生 徒)

唾 亟1-一

圓

教職員の共通理解

←〈ディベー トや

言寸 小集団による討議〉… …

議
←〈課題解決の方策の発表〉… …

楚 一・正… 己主張… 國

→〈集団としての意志決定〉

國 生徒の自発的な活動

責任ある行動
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4研 究 の内容

(1)ア ンケー ト調査 か ら見 た生徒 の実 態

ア 調査の 目的

自分の よさを伸 ば し、 た くま しく生 きる生徒 の育成 を図 るには、 課題 解決能力、 成就

感、達 成感、共感 的体験 や 自己存在感 を もたせ る ことが必 要 であ ると考え た。 その観点

か ら、生徒 の学校生 活 に関す る意識調査 を した。

イ ア ンケー ト調 査の概 要

① グ ラ フAで は、 「友 達 と の遊 び や 交 流 」 が

8割 以 上に な って い る。 生 徒 は生 徒 同 士 の 触

れ 合 い や、 教 科 の学 習 以 外 の教 育 活 動 を主 に

楽 しい と感 じて い る こ とが うか が わ れ る。 し

か し、 「先 生 との 触 れ合 い」 「学 校 で の勉 強 」

「生 徒 会 活 動 」 が 極 端 に低 い 。 こ の 点 を伸 ば

して い くこ とが 、 必 要 で あ る こ とが わか る。

② グ ラ フBで は、 「成 績 の こ と」(49%)、 「授

業 の や り方 や 進 み 方 」(41%)、 「先 生 の こ と」

(23%)の 順 で あ る 。 こ の 中 に は、 生 徒 自 身

が 集 中 で きず 、 他 人 に引 きず られ る と い った

こ とに 原 因 が あ り、 自 己 の責 任 に気 付 い て な

い こ とが 多 い。 以 上 の結 果 か ら、 意 欲 的 な 学

校 生 活 を 送 る た め に は成 就 感 、 達 成 感 、 自 己

に 責 任 を もた せ る授 業 の 工夫 改 善 が 必 要 で あ

る こ とが わ か る。

③ グ ラ フCで は、 「とて もあ る」 「あ る」 と答

え た 生 徒 が8割 以Lで あ っ た。 学 校 生 活 に 於

い て 、 多 くの生 徒 が ス ト レスや 疲 れ を 感 じ て

い る こ と が わ か る。

④ グ ラ フDで は、 「先 生 や 親 に しか られ た と

き」(30%)「 友 達 関 係 」(21%)、 次 に 「言 い

た い こ とが言 え な い」(17%)と な って い る。

生 徒 は、 対 人 関 係 が う ま くい って なか った り、

相 手 に うま く表 現 で きな い こ とで ス ト レ ス を

持 っ よ うに な る こ とが わ か る。 この こ とか ら、

表 現 力 を っ け る必 要 が あ る と い え る。

⑤ グ ラ フEで は、 「睡 眠 不 足 」(19%)、 「時 間

に ゆ と りが な い」(39%)で あ る。 生 徒 は、

時 間 に ゆ と りが な く、 あ わ た だ しい生 活 を し

て い る こ と も推 測 で き る。

グラフA学 校生活で楽しいこと

020

友達 との遊びや交流

クラブ ・部舌動

学校行事

先生との触れ合い

学校での勉強

給食

生徒会や委員会活動

406080100%

グラフB学 校生活で不滴なこと

0

成績のこと
友達のこと

先生のこと
授業のこと

クラブ ・部活動のこと
学校の施設、設備

その他

2U4060%

グラフCス トレスや疲れを感じますか

020406080100%

年

年

年

体

1

2

3

全

吻 とてもある

㎜ ある
團 ときどきある

團 ない

グラフDど んなときス トレスを感じるか

010203040%

友達関係
先生や親にしかられた
言いたいことが言えな
クラブ ・部活動

勉強に対して
成績にたいして
掌校の授業
その他

凄
グラフEど んなとき疲れを感じるか

0:;04060%

音隣舌をしたとき

授業のスピー ドが速
睡眠不足

時聞にゆとりがない
塾の勉強

家の仕事や手伝い
友人の悩み
その他
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(2)具 体 的な実践例

ア 生徒 が役割 と責 任 を もって取 り組 む学 習指導 のL夫(ジ グ ソー学 習)一 社 会科 「歴 史

的分野 」

(ガ ね らい

① 自己決定 の場 を設 け、役割 を責 任を持 って遂行 す る ことを通 して、 自己存在感 を

感 得 させ る。

② 協同 的な環境 のなかで、仲 間同士で学 びあ うことによ り、共 感 的 な関 係 を養 う。

③ 相互評価 を通 して他 者 に対 す る肯定的 な感受 性 を高 め、成就感 ・達成 感 を実感 さ

せ、 さ らに諸活動 への意欲 を高 め させ る。

(イ1指 導 の工 夫 と期待 され る効果 陥'
異 謙 蜘}癒

、 灘撫1
《学習の実際》

生活グループ 課題グループ

團 團 灘 討議圏 團

囲 圏 雑蕪鯛園 團
(c戸 ・の ⇒ 一レ追 究

oOoOOo

b)團 函
◎新たな課題追究への意欲の高揚、

学習活動における競争と協力の成立

y

`略 島
,.

毒
　甲耀 擁 ㍉

(期待 される効果)

霧
毒 ㌦㌧

(a>学級 の生活グループの中で一人一人が、自分 一

の課題 を決め確認 し合う。

(b洛 グループから一人ずつ集まり(課 題グルー 一

プ)、 それぞれの課題について、話 し合いや、

学習等 を進め、解決の道を探 る。

(c)課題 グループか ら生活グループに戻 り、それ 一

それ異なった課題で追究 したこと、学習 した

ことを教 え合った り疑問点を出 し合 う。

(d澗 題点 などを持ち寄 り、課題グループで更に 一

追究 した り、まとめたりする。

(e)(bXcXd)を 繰 り返 し、一人一人が全体の内容

と成果を分かち合 う。

(f)相互 評価 ・自己評価 ・教師の評価 一

(良いところを探 し、肯定的に評価する)

自己選択、自己決定、

意欲、役割取B

自己存在感、課題解決、

共感的体験、思考力、

自己責任

自己存在感、表現力、

責任感

翼響 鵡鰍[

客観的評価、自己評価、

共感的関係、成就感、

達成感、意欲

、

(ウ)学 習 の流 れ(単 元 名 「武 家 政 治 の は じま り」¥1安 時 代 と鎌 倉 時代 の 文 化 と生 活)

各 時 代 の 文 化 や生 活 を扱 う時 間 は、 異 な る二 っ の 時代 を 対 比 し、 生 徒 一 人 一 人 が課

題 を分 担 し、 追 究 す る学 習 活 動(ジ グ ソ ー学 習)を 展 開 した。

・1時 限 目… 一二っ の 時 代 の特 色 にっ い て概 観 す る。 住 居 ・建 築 ・絵 画 ・文 学 ・宗 教 ・遊

び等 の 学 習 課 題 を 設 定 し、 興 味 や 関 心 を も と に課 題 を 選 択 す る。 同 じ課 題

を選 ん だ 生 徒 同士 が 、 課 題 グ ル ー プ を っ く り、 情 報 を 集 め討 議 す る。

・2時 限 目… 生 活 グ ル ー プ で 、 学 習 した こ とを 発 表 す る。 疑 問 点 を 課 題 グル ー プ に持 ち

寄 り、 更 に追 究 す る。 生 活 グ ル ー プ に戻 り、 疑 問 点 の 追 究 した こ とを 発 表

す る。 相 互評 価 を 通 し、 お 互 い の努 力 や よ さ を認 め 合 い意 欲 を 高 め る。
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(.z}生 徒 の 自 己評 価 や 感 想

学 習 カ ー ド及 び ア ンケ ー トを用 い、 ね らい が達 成 で きた か 検 証 した。

〔学 習 カ ー ド(評 価 項 目)ア ンケ ー ト集 計 の結 果1年 生5ク ラ ス162名 〕

4fllAよ くで きた 國Bで きた 国Cあ ま りできなか_,た 匿]Dま った くできな かっ た

① 自分で課題を見つけられましたか

自分の役割を果たせましたか

自分の存在感を見つけられましたか

② 協同的な環境の中で学習できましたか

仲間同士で教えあえましたか

入の主張を同様に感 じられましたか

③ 人の良いところを見つけられましたか

達成感を体験できましたか

新課題に取り組む気持ちが出来ましたか

0204060t30100

〔ア ンケー ト ・ジグソー学習についての感想〕

・一つの ことを責任 を持 ってできた。普通の授業 より友達の発表の方が頭 の残 った。

・みん なに発表することで、発表の力 がついたと思 う。

・友達か らほめ られて嬉 しくな り、やる気がわいた。

・生徒一人一人が自分の役割を認識 し、生き生きと意見交換をしていた。
・国語では、場面に応 じた主人公の心情変化をい くつの部分に区切って考えさせられる。

・友達 同志で意見 を出 し合っていて、 とって も良かった と思い ます。

・受 け身の授業 に慣 れているので、 これか らも今 日のような授業 を続 けて下さい。

㈲ 考 察

この実践 においてω のね らいを、 ア ンケ ー トの結果 を もとに以下 にま とあ る。

① 多数 の課題 を設 け ることによ って、 自己選択 す る姿勢 を強 く持 たせ ることがで き

た。 また 自己選 択 した課題 なので、責 任感 を もち、役割 を果 たす姿勢 がみ られ、 さ

らに教 え合 うこ とに よ り、存在感 を得 たよ うすが うか がわれ る。

② 同 じ課題 を選択 した生徒同士 なので、協 同的な環境 の中で追究で きた。 また発表

を通 して、教 え合 う姿勢 を もたせ るこ とがで きた。 そ して生徒同士 で、協同 して疑

問点 を追 究す ることによ り、共感 的 な関係 が深 ま った。

③ お互 いの取 り組 み を相互評価 す る ことに よ って、生 徒同士 が肯定 的 に受 け1ヒあ合

う様子が見 られた。 さ らに、 多 くの生徒 が新 たな課 題 に取 り組 んで い くとい う意欲

を高 めさせ ることが で きた。 この ことは、肯定 的な評価 によ る成 就感 を感得 して い

る ことに起 因す る もの と思 われ る。

また、 この よ うな学 習指導法 をよ り効果 的に展開す るに は、 臼分 の行為 に自信 と

責任 を もたせ る必要 が ある。 そのため には、学 習成果 を断片的 な知識 に とどま らせ

ないよ うに、 それぞれ の学習 内容 を統合 し、総 合す る方法 を工夫 す る必 要 が あ る。
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騨

イ 生活指導 の観点 を生 か した学習指 導の工夫 一保健体育(バ スケ ッ トボ ール)一

(ア)ね らい

① 生徒 自身 が、 自己の特長 や能力 にあ った到達 目標 や理想像 を設定 す る。

② 目標 を達成 す るために、一 人一人 が班 員 と協力 し、課題 を解決 す る。

③ 各 自の特長 や能 力 を生 か し、 チームカの向上 に役 立っ ことによ り、充実感 や達成

感 、 自己存在感 を実感 し、生徒相 互 ・教師 との間で共感的 な体験 と、 かかわ りが で

きるよ うにす る。

④ 授業 を通 して高 め られ た能力 や見方 ・考 え方を、 日常 の生 活 に生 か し、互 いに協

力 し、学 ぶ喜 びを分 か ち合 え るような人間 関係 を培 う。

ω 学習 の進 め方

① オ リエ ンテー シ ョン

a班 組織(チ ー ム)づ くり

bメ ンバーの特 長 を分析

cめ ざすチー ム像 を設定

d課 題練習 メニー一作成

② ため しのゲ ーム

a試 合方 法 の説 明 と確認

・bス コアー記入練 習(全 員)

cス コアー分析練 習(全 員)

③ チー ム別 の課題練 習

・スコアー記入

④ スコアー分析 と課題 の明確化

単 元 の 計 画(時 数)

単

位

時

間

の

流

れ

畷 1 213141516171819110「11112113「14

す

幸

享

蕃

難

準 備 運 動(ス トレッチ、 ボ ー1411ンド リング 、 ド リブ ル、 筋力トレーニング)

課 題 練 習(パ ス・アンド ・ラン、 スクリーンプ レー 他)

8分 ゲー ム

リ

i

グ

戦

(スコアー記 入)

L

Y

6分 ゲーム

同 ク ラス 内

のチ ー ム と

リー グ戦

(スコアー記 入)

6分 ゲ ー ム

対 戦相 手 を

替 えリーゲ戦

(スコアー記 入)

6分 ゲー ム

対戦 相 手 を

替 えリーゲ戦

(スコアー記 入)

繰 璽分甑 省と課題検言寸

N

O

プ レー の 記 録 S

2点

鼠

1点

A

1点

R

1点

C

1点

P

±Q

T

±o

合

計前 半 後 半
4 S)最 最RA CPRSA最 2 3 2 2 1 1 0 10

5 ARCSS最 鼠ACP 2 2 2 1 2 1 0 9

s 愛 鼠R PS 1 2 0 1 0 1 0 4

7 SCR最 A餓 1 2 1 1 1 0 0 6

トツ
レ
レ
ワ
ノ

カ
ウ
ウ

ト

ト

ア
ア

〉
ン
ウ

ス

一
フ
フ

号
イ
柔

ド

ユル
ル

記
卜
「

ン
シ
ナ
カ

一
=

ス
ウ

・
ソ
ニ

ア

ユ
ユ
シ
バ
ス

一
ク

コ
シ
シ
ア
リ
パ
パ
テ

ス<
S
葵

R
C
P
T

スイバドアの魯りか師教へ題課へ省反切

OI・ 時 反 省 、 課 題

io 組 織 プ レー(ハ イ ポ ス トを 使 って の ス ク リー ン プ レー)を 使 え た0声 が 出 て いて、 デ ィ
4 / フ ェ ン ス が 良 か っ た 。 ま だ あ わ て て パ ス を 出 し て い る 。 パ ス は 、Vカ ッ ト、Cカ ッ ト、

21 Lカ ッ トを使 い、 リズ ム を 変 え て も ら う よ う にす る。

アド バ イス ● ● 君 をハ イ ポ ス トに して、 プ レー を 組 み 立 て る の は 良い こ とで す。 ハ イポ ス トでの1

対1も 考 え られ ます が、 ● ● 君の 能 力 レベ ル を 考 え、 対 応 で き るよ う に配 慮 して くだ さ
い 。 あ れ も こ れ も と 言 わ ず 、 一 つ 一 つ の プ レ ー を 確 実 に マ ス タ ー し て い き ま し ょ う 。

■ ■ キ ャプ テ ンの 適 切 な指 示 どお り、 周 りの 人 が 良 く動 い て い る と思 い ます。
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W学 習活動 の記録 と生徒相 互の評 価

① 生徒相互 の評価 の ま とめ

番

号

氏
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箋

婁

書刃

警
へ 云

難

工
で

錯

警

懇
美
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†

暴
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計

it A 7 10 4 io ii 7 2 5 56

12 B 2 3 s 9 6 5 i 7 39

13 C 14 8 iz 13 13 13 9 17 99
一一一

② ス コアーを基 に生徒 の活動 を分析
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11 A zo 17 24 4 15 0 0 80 15

iz B s 17 1 3 1 2 0 30 14

13 C 24 6 s 5、 15 0 0 56 14

㈲ 考 察 と ま とめ

① 生 徒 は、 シ ュ ー トや ゲ ー ム に勝 っ こ と に喜 び や楽 しみ を求 め るが 、 個 人 プ レーが

減 少 し連 携 プ レー を試 み る よ うに な っ た。 ま た、 運 動 が 得 意 で は な い と い う生 徒 や

バ ス ケ ッ トボ ー ル に興 味 は な い と言 う生 徒 も積 極 的 に参 加 で きた と評 価 して い る。

② オ リエ ンテ ー シ ョンで 理 想 の チ ー ム像 を決 め 、一 人 一 人 の特 長 や 能 力 を チ ー ム プ

レー で生 か しなが らチ ー ムづ く りを進 め た り、 各 チ ー ム が 工 夫 しな が ら練 習 を積 み

上 げ た。 この こ と に よ って 、 各 自 の ポ ジ シ ョンが 明 確 と な り、 一 人 一 人 に活 躍 の場

が で きた。 ま た、 生 徒 は、 教 員 が各 チ ー ム の ス コ ア ー に触 れ な が ら指 導 ・助 言 した

こ と や、 個 別 指 導 した こ とを も とに 次 時 へ の課 題 と し、 練 習 や 作 戦 に生 か そ う とい

う姿 勢 が 多 く見 られ た。

③ 班 長 が 中心 にな り、 そ れ ぞ れ の 目標 達 成 に 向 け課 題 を解 決 して い く中 で 、 互 い の

よ い と ころ を 認 め、 励 ます 態 度 が 育 って きた。 班 員 か ら 「プ レー に つ い て 非 難 され

な くな り、 具 体 的 な指 示 を与 え て くれ る よ う にな った」 と い う事 例 や 、 プ レー 中 に

転 倒 した選 手 に対 して 、 「大 丈 夫 か 、 が ん ば れ 」 とい う声 を 掛 け 合 う姿 が 見 られ る

よ うに な っ た。 ま た 、 プ レー の面 で は、 「個 人 プ レー を 改 め、仲 間 を生 か した プ レー

を す る こ と に努 力 した 」 と い う生 徒 が 増 加 し、 「仲 間 を 生 か す こ と に 喜 び が あ る」

と い う感 想 も見 られ た。

④ 学 習 を 重 ね るに従 い 、 生 徒 一 人 一 人 の活 躍 の 場 面 が 多 く見 られ る よ うに な り、 連

携 プ レー も多 く見 られ る よ うに な っ た。 同 時 に班 員 同 士 の 人 間 関 係 が 深 ま った。 さ

らに 、 プ レー や係 り につ い て の 自 己 の役 割 を 最 後 ま で や り遂 げ る責 任 感 と、 自分 の

班 以 外 で も、 良 い プ レー や努 力 に対 して 「拍 手 」 や 「ナ イ ス シュー ト」、「ドンマ イ」

と い う声 か け を す る態 度 が 多 く見 られ るよ うに な った。

⑤ 日常 の生 活 で は、 ここで は ぐ くまれ た課 題解 決 能 力 や 、 人 間 関 係 を 円 滑 に して い こ

うとす る姿勢 が見 られ る よ うにな った。生 徒 や他 の教 員 の感 想 は、下 記 の通 りで あ る。

a人 間 関 係 が 円 滑 に な り、 他 の授 業 で も、 勉 強 を気 軽 に教 え 合 っ た りで き る よ う

に な っ た。

b友 達 のよ いと ころを見 よ うとす る姿 勢 が見 られ、 励 ま し合 え るよ うにな った。

cお 互 い に 問題 点 を 出 し合 い、 よ い方 向 に も って い こ う とす る雰 囲 気 が で きた 。
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ウ 生 徒 の自発的、 自治的 な能 力や態度 を は ぐくむ生 徒会活動

ウう ね ら い

生徒が、積極 的 に社会参加 す る能力 や態度 を身 に付 け ることがで き るよ うに す る。

その ために、生 徒 自身 が 自分 たちの生活r:の 課 題 を見つ け、 よ りよ く課 題 を解決 しよ

うとす る意欲 や態度 を は ぐくむ機会 や場 面を工夫 し、 自 らの判断 や結 果 に責任 を もっ

ことが で きるよ うにす る。 、

また、課題解 決 に積極 的 にかか わ り、生徒一人一人 が達成感 や成就 感 を実感 で きる

ようにす る。

(-r)指 導 ヒの工夫 と活動 の流れ(体 育 着 の変更 にっ いて)

学校 と して、生徒 が 自 らの意志 を表明す る能力 を は ぐくむ機会 と経験 の場 とす るた

め に、教職 員 の共通理解 を図 り、生 徒会活動 の方針 を確認す る。

① 体育着 の機能性 や デザイ ンの面か ら改善案 を各 学級 か ら提案 す る。

・生徒会拡 大委員会 で議題 とす るよ う援助

② 生徒会 本部 が体 育委員会 か ら各 学級 での1自 己決 定、 自己責 任1

検討結 果 につ いて、報告 を受理 す る。

③ 生徒含難 τンケートの作成と調査'集言伝 分析 一

格 好 に とらわれず・体育着 と しての1課 題 発見、課題 解決1

機能性 や授業 に取 り組 む姿勢 など問 う

④ 各 学 級 で ア ンケ ー ト結 果 を も とに討 議 す る。一一一 一 ラ1自 己決 定 、 自 己責 任 【

⑤ 学校 と して保 護者 にア ンケー トの実 施

ア ン ケ ー ト

体 育着 の変 更の是非、 時期、費用 、 単価 ア ップな どに対 す る理解

⑥ 生徒 の意 見を 尊重 し、学 習活動 や 日常 の生活 の在 り方 を見 直す話 合 い活 動や実践

の評価 を進 め る1達 成感、 成就感 を実感1

(ウ1考 察 とま とめ

① 本事例 は、生徒 が体育着 の格好 ばか りに固執 す る ことな く、学習活動 や生活 を見

直す もの とな り、主 体的 にかかわ ろ うとす る生徒 の姿 が見 られ た。

この ことは、生徒 が主体 的に判断 し、 よ り良 く課題 を解 決 しよ うとす る意欲 を育

み、 主体 的 に学校生 活 の在 り方 や、行動 に責任の ある態度 を と り、 自律的 に生活 し

てい こうとす る人 間関係 を育て る ことにつなが った。

② 学 校の教 育 目標 に即 し、教 師 の適切 な助 言 ・指導 の もとに、生徒 が 自発 的、 自 主

的に活動す ることので きるよ うに配慮 した ことで、個 々 の生徒 のよ さや能 力を発見

し伸 ば し、達成 感や成就感 を実感 で きた。

③ 生 徒 が、 積極的 に社会 参加す る意欲 や能力、態度 を身 に付 け られ るよ うにす るに

は、 あ くまで生徒会活 動の主役 は生徒 で あ ることを再 確認 す る必 要 が あ る。 また、

生徒会活動 の指導 に当た っては、教 師が よ き援助者 と して、 見通 しと判 断 を もち、

生徒 自身が感 じた ことをみ んなで考え、 出 された意見 を大切 に して、結 論を出す よ

うに促 す必 要 があ る。
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工 集団 の 自治活動 を導 く 「話合 い活動 」 一学級 、学年 の取 り組 み一

ぴ1ね ら い

生徒 が より良 い学校 生活 を 目指 し、主体 的 に活動 して い くたあに は、 自 ら課題 を見

付 け、様 々な意見 や考え方 を調 整 しなが ら、 その課題 を解 決 し、 その結果 に対 して責

任 を もっ ことので きる教育活動 を進 め る必 要が あ る。

そ こで、 デ ィベ ー トの手法 を用 いて、生 徒が課題 を明 らか に した り、討議を通 して、

所属 す る集団 の意思 を決定 し、生徒一人一 人が 自己責任 の感覚 を もち、行動 で きるよ

うにす る。

ω 指 導上の工夫

① 「自主的 な時間管理 は、 チ ャイムで行動す る生活 か らは生 まれ ないので はないの

か。」 とい う生徒 の思 いを高め、討 議主題 「主体的 な生活 、 自主 的 な時 間 の管理 が

で きれ ば、学 校 にチ ャイ ムは不要 か、それ と も必要 か。」 につ いて 討議 し、 自己決

定 を促す。

② 生徒が課 題 を掘 り起 こし、解 決する手 段 として 「自己内デ ィベー ト」 を取 り入 れる。

③ 模擬 ディベー トを行 い、進 め方 や立論 するために必要 な情報収集 の仕方 を学 習する。

④ 討議 を通 して、実践 目標 を決定 し、 自己責 任の感覚 と行 動力 を高 め る。

(ウ)活 動 の流 れ

① 教職員 の取 り組 み

・校 内研修 と して、 デ ィベ ー トに よる授業 を行 い、実践 のた め の方策 を研究 す る。

・生徒 の 自主的 な生活 を支援 す ることを目指 し、 ノーチ ャイムめね らいを共通理解

す る。

② 生徒 の活動

⇒自己決定

・集会活勤において、用f5の解説、役割分

担やグループ編成の説明とし演示を行い

ディベートの進め方等の理解を図る。

・立論に必要 な惰鞭収集や、資料の后用の

方法等について例示し、理解を図る。

ディヘー トグループ編成 ・生活班の活用等。

曄;レ・ディベートの結果をもとに、検討 し、決定。
團 ⇒自己貴任の感覚と行動

⇒成就感、,.:

0⇒ 考察 とま とあ

① 生徒一入一 人が、「自己内 デ ィベ ー ト」 で、 主題 に関 す る課 題 を掘 り起 こ し、 そ

れぞれ の立場 で、考 え、立 論 して い く過程 で、問題解 決能力を身に付 けるとともに、

自己決定 や 自己責任 の感覚 や行動力 を高め た。

② 多様 な立論 や反論 を通 して、他者 の意 見を受 け とめ、所属 す る集 団の意思 を決 定

す る過程 で、 自己存在感 を実感 し、共感 的 な関係 が は ぐくまれた。

③ 「自己内デ ィベー ト」 や 「模擬 デ ィベ ー ト」 で、 主題 に対 す る理解の深 ま りや課

題が掘 り下 げ られ、論 旨に関係 のない論 議 など は見 られ なか った。
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オ ボ ラ ンテ ィア体験 学習 一1年 特 別活動 ・道徳 一

(ア)ね ら い

① ボラ ンテ ィア活動 を教育課程 に位置 づけ、 意図 的 ・計画 的 に行 うことによ り、生

徒 が様 々な人 とのふ れあいを通 して、人 間 と して の生 き方 や学 ぶ ことの大 切 さを実

感 す る。

② 障害 のあ る人 や高齢者 とのふれ あいを通 して、共 に学 び共 に生 きることを実感 す

ることによ り、 共 に社会問題 や 自分 の生 き方 にっ いて考 えを深 める。

1イ)指 導 の工夫

① 自分 自身 には、 自分 より弱 い者 や異質 な ものとして無関心 を装 うなど、他者 とのか

かわ りに、偏 った見 方 はないかどうか、生徒 自身 が自己吟味す る過程 を大切 にする。

② ボ ラ ンテ ィア活動 で、生徒 自身が他者 との関わ りを通 して、 自分 自身 の生 き方 を

見 っめ なおす機会 となるよ うに、道徳 の時 間 との関連 を図 った。

③ 学 級活動(将 来の生 き方 と進路 の適切 な選 択 に関 すること)や 、道徳(主 として集

団 や社会 とのかかわ りに関すること)の 時間 をまとめ取 りし、活動 の時間 を確保 した。

④ 生徒 が体験 や感想 を語 る機 会 を設 け、 ボランティア活動 を続 ける意欲 を高 めた。

(ウ)学 習の流れ

[i璽]→[画 →1

《指導の工夫 ・留意事項》

教材には、星野寓弘さんの自伝、子供が心身障害学級に通う母親

生徒が感想や思いを発表する。 ・… 【課題意識の高揚】

ボランティア活動の意義と社会福祉に関する情報を提示する。

人 とのふれあいや体験が、自らの生き方を考える場や機会となる
ことを知る.・ ・・・・・・・・・… 【活動への意欲の高揚】

ボランティア活動における注意事項等の情報を提示する。

生徒が、目標や活動を検討する。 … 【自己決定、自己責任】

(s}考 察 と ま とあ

① 意 図 的 ・計 画 的 な ボ ラ ンテ ィ ア活 動 の実 施 に よ って 、 生 徒 は 自 らの生 き方 を 見 っ

め る機 会 とな り、 自分 の責 任 を 果 たす こ とや、 他 者 の為 に役 立 っ こ とは 自分 を 生 か

す こ とに つ な が る こ と を実 感 した 。 ま た、 学 級 に支 持 的 な風 土 が うま れ た。

② 生 徒 が、 活 動 の ま とめ と して 発 表 した感 想 や 体 験 の 内容 を も と に手 紙 を書 き、 か

か わ りの あ った 方 々 に届 け た こ とが ボ ラ ンテ ィア活 動 を続 け る意 欲 を高 め る こ と に

な った。

人 を か らか っ た り、 弱 い者 い じめ に つ な が る よ うな行 為 が解 消 さ れ た。

福 祉 を 身 近 な社 会 問 題 と して と らえ る生 徒 の 姿 が 見 られ る よ う に な った。

0

④

生徒の感想か ら

今回の体験学習で、わたしは他の人の役に立つ喜びと、人間どうしの暖かい感情を教えてもらった気がします。
わたしたちの社会には、もっと障害の重い人やいくつかの障害のある人もたくさんいると思います。
わたしは、これからもそのような人からすば らしい気持ちを与えてもらったり、いろいろと教えてもらう機会が
たくさんあるでしょう。今回の体験学習で出会った人は、わたしに宝物をいっぱいくださいました。こんどは自分
の中にある宝物も差し上げたいと思いました・今回教えてもらったこの気持ちをこれからの生活に生かします。
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5研 究 のま とめ と今後 の課 題

(1>研 究 の まとあ

① 「生 徒が役割 と責任 を もって取 り組 む学 習指導 の工夫(ジ グソー学習)」 につ いて

小集団 によ る学 習活動 の一 っで あ る 「ジグソー学 習」 を取 り ヒげ、一人一人 の生徒 が

課 題を選択 し、他 の小集 団で同 じ課題 を選択 した生 徒同十 が課題 を追究 し、そ の成果 を

説 明 した り討議 した りす ることが で きるよ うに工 夫 した。 その結 果、次 の よ うな成果 が

見 られ た。

・生徒 は、授 業を成 立させ る責任 の一端 を担 い、受 け身 にな らない。

・生徒 は、小 集団 の中で発表 す ることによ って、 表現 す る力がつ く。

・協同的な環境 の中で、 互いのよ さや能 力を認 め合 うな ど人間 関係 づ くりに役 立 つ。

・課題 の 自己決定 や課題 を達成 した充実感 を実感 し、 自己責任 の感覚 が育 つ。

以 ヒの ように、 ジグソー学習 は生 徒 が、 自 ら物 事を総 合的 に捉 え、 既有 の知 識や経験

を利川 し、問題解決 の ための更な る自己表 現 ・情報伝達 の力 を身に付 けることがで きる。

この ことは、本研究 の生活指導 の観 点 を生 か した教科 指導 の具体 的な方法 と考え る。

② 「生徒 指導 の観点 を生 か した学 習指導 の工夫」 につ いて

オ リエ ンテー シ ョンで各 チ ームの理想 像 を描 かせた り、各 チー ムの ス コアーにゲー ム

の内容 と課題 を明 らか に した りして、学 習活動 を展 開で き るよ うに⊥夫 した。 その結果、

次 のよ うな成果 が見 られた。

・チ ームで協 力 し、一人一 人の よさや能 力 を生 か したプ レーがで きぐよ うにな った こと

で チームの中で 自己存在 感 を実感 で きる。 また、 ス コアー分析 をす ることによ って具

体的 に 自己存 在感 を確認 で き、次 の学習 への意欲が高 め られ た。

・バスケ ットボールの授業 を通 して はぐくまれた能 力(自 己決定 、課 題解決能 力)が 、 日

常 の生 活の中で も生 かされ、 よ りよい人 間関係づ くりにっなが った。

③ ま と め

自分 の よさを伸 ば し、 た くま しく生 きる生 徒 を育成 す るために は、 問題行動 への対処

や ルールや規則 を遵守 す るよ う指導 す るに とどま らず、 学校生活 の中心 で あ る授 業 を積

極 的に改 善す る必要 が ある。学 習指導 は、 生徒 が自 ら課 題 を設定 し、解 決 し、 満足感 や

成就感 を実感で きる もの とな るよ うに工 夫 した ことで、生徒 自身 が 自己イメー ジを高 め

ることがで きた。

特 別活動等 において も、 自己決定 の場面 を設定 す ることな どの工 夫か ら、生 徒 は 自己

責任 の感覚 や行動 力 を高 あ ることが で きた。 よ って、各教科 の学 習や特別活 動 において

生活 指導 の観点 を意 図 した指導を展開 して い きたい。

(21今 後 の課題

① 生活指導 の観点 を生 か した授業 を行 うに当た って は、一教科 だ けで な く、学 校全体 の

共通理解 と実践 が必要 であ る。 さ らに、生徒 の よさや努力 した ことなどの情 報 を共有 す

る ことが大切 で ある。

② 小集団 を生 か した指導(ジ グ ソー学 習)は 、継続 的 な取組 みが必要 であ る。 また、 各

教科 ・領域 の特質 や内容 に即 した学 習指導 の展 開の方法 を工 夫す る ことが大切 であ る。
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